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5 回目を迎え
ますます注目が高まる

HOTERES BRANDING
 WORKSHOP 「The Luxury 

Experience 2019 AW」

小社オータパブリケイションズと
ブランディングコンサルティング会社の
㈱ GA の 共 催 に よる「HOTERES 
BRANDING WORKSHOP The 
Luxury Experience 2019AW」が、
東京・青山の B&B　Italia 青山ショー
ルームで 10 月 3 日に開催された。今
回で 5 回目を迎えるこのイベントは強
豪ひしめくホテルマーケットの中で、
顧客に選ばれるホテルになるための 小社代表取締役社長 太田進

㈱乃村工藝社 A.N.D 
クリエイティブ・ディレクター　
小坂 竜 氏

スホテルなどの個性豊かなブティッ
クホテルが次々登場していました。
ここに来て日本でも、インバウンド
が好調なこともあり、おもしろいホ
テルがつくれるタイミングがやって
きました。特にインバウンドゲスト
をメインターゲットにしているホテ
ルでは、海外の個性的なブティック
ホテルを体験している目の肥えた人
たちを相手にするわけですから、よ
りその土地らしさ、そこにしかない
もの、オリジナリティのあるものを
創り出していくことが求められま
す。今日のセミナーがみなさんにし
かできないホテルをつくるためにお
役に立てることを期待いたします」
と述べた。

第一部  トークセッション 

デザイナーは手がけた施設の
時代を超えて支持される独自性と

業績にまで責任を持つべき

第一部は、㈱乃村工藝社 A.N.D
クリエイティブ・ディレクターの小
坂竜氏を招聘し、小社の村上実との
スペシャルトークセッションを実
施。小坂のデザイナーとしての考え
方が強く打ち出された。

まず、小坂氏がこれまでの自身の
作品の中からホテルレストランの仕
事をするきっかけとなった事例な
どをプレゼンテーション。その一
つが㈱ Plan・Do・See が福岡に出
店した「WITH THE STYLE」だ。
当時ディスプレー関係の会社で商
業施設の設計をしていた小坂氏が、
2004 年に最初に設計・デザインを
手掛けたホテルで、博多の駅前のマ
ンションが立ち並ぶロケーションに
海外のリゾートホテルのテイストを
盛り込んでいるのが特徴。15 室と
いう小さな規模で、この字型に配置

された各部屋からプールが見える。
このホテルの企画にあたってアジア
やアメリカのさまざまなリゾートを
視察して手探りで始めたが、開業後
は業界内で話題に。その後ホテルの
仕事が増えていく、言わば小坂氏に
とって、ホテルデザインの原点とな
る作品となっている。

次に紹介した事例は 2001 年に手
がけたレストラン「XEX 愛宕山」。
同店はオフィスビルの 52 階という
建築的にはネガティブな空間にバー
とイタリアン、和食レストランをレ
イアウト。“男性が女性を口説くた
めのレストラン”の走りのような飲
食施設で、いまでも好調に推移して
いるそうだ。このレストランを見た
香港のマンダリンホテルのクリエイ
ティブ・ディレクターから声がかか
り、ホテルの F&B の設計に関わる
ようになっていったという。

小坂氏は同プロジェクトを振り返
り、
「マンダリンオリエンタル東京のメ
インダイニングのコンペに選ばれた
だけでもうれしかったですね。その
ときにクリエイティブ・ディレクタ
ーから依頼されたことは、最低 10
年、できれば 20 年もつ店舗をつく
ってほしいということ。それまでの
ディスプレーの仕事はイベントの期
間もてばよかったので、長期に渡っ
て色褪せないデザインを意識するき
っかけになりました。インパクトが
ありながら、飽きられないデザイン。
単に格好よいだけでなく、時代を超
えて支持され、残っていくもの。そ
の証が時間が経っても繁盛している
ことだと思います」と述べた。

それに対して村上が「デザイナー
はホテルをつくっておしまいという
時代は終わっていると思います。小
坂さんのお話しは、ホテルやレスト
ランの営業に対する責任を意識して

キーワードや多様化するマーケットへ
の対応、これからのホテルブランディ
ングについてゲストと一緒に考えるも
の。業界を牽引するゲストを招いて
のトークセッションと最高のカスタマ
ーズエクスペリエンスを提供するラグ
ジュアリーブランドによるプレゼンテ
ーションで構成される。会場にはホ
テル業界関係者をはじめ、建築設計・
デザイン業界、建材メーカーなど約
80 人に集まりいただいた。

開催に際して小社・代表取締役社
長社の太田進があいさつ。
「日本がバブル経済に湧いていたこ
ろ、ニューヨークではモーガンズニ
ューヨーク、ロンドンではブレイク

いることが感じられます。デザイン
した店舗がレガシーになって 10 年
後、20 年後の営業成績が、デザイ
ン時のギャランティーに含まれてい
るという意識。海外ではそういうス
タイルが一般的なのでしょうが、日
本では、デザインはデザインだけと
いうスタイルが主流なので、小坂さ
んは珍しいデザイナーだと言えるか
もしれません。それが小坂さんの際
立った個性であり独自性だと思いま
す」とコメント。

その後、話題は現在進行中の事例
である「THE Hotel Seiryu Kyoto 
Kiyomizu」に。同プロジェクトは
京都で廃校になった築 80 年の小学
校をホテルにコンバージョンするも
ので、小坂氏は建築、インテリア、
グラフィック、ユニフォームデザイ
ンのすべてに関わっている。このホ
テルの周辺に複数の外資系のホテル
ができており、こぞって京都＝和風
といった空間演出を施しているとい
う。一方、小坂氏がまかされたホテ
ルは空間自体が洋風建築。そこで何
ができるかを考えた案件だという。

HOTERES BRANDING WORKSHOP
「The Luxury Experience 2019 AW」

依然として開業ラッシュが続く日本のホテル産業。他産業からの新規参入組も加わり、ホテルマーケット
を取り巻く環境は、競争激化の様相を呈し、熾烈なポジショニング争いが繰り広げられている。こうした
状況下を勝ち抜くためのヒントを探る「HOTERES BRANDING WORKSHOP」が 10 月 3 日に開催された。
デザインホテルの最新レンド紹介や「ホテル開発とブランディング」をテーマにしたパネルディスカッション、
ラグジュアリー商材のプレゼーテーションなどを通して、次世代を見据えたホテルのブランディングを
考察する充実した内容のイベントとなった。
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目標を持って進めています。

村上　ラグジュアリーマーケットで
はハードウエア、ソフトウエア、ヒ
ューマンウエアの構成要素のうちど
こに力を入れていきますか。

植杉　ひらまつのホテルはあくまで
ヒューマンウエアです。ひらまつの哲
学を持った人材を育てるために研究
所をつくって教育の強化も図っていま
す。ホテルを含めたこれからの事業
展開では、ホテル経験の豊富な方の
意見も取り入れています。また、近年
は働き方が変わってきて、いろいろな
方の入社が進んでおり経験豊富な60
代の方にも活躍してもらっています。

村上　オーベルジュに連泊してもら
うためのアクティビティやアイデア
はありますか。

植杉　そこへのチャレンジも始まっ
ています。沖縄でもそうですし、箱
根でも9室増室してレジデンスとい
う名をつけ、二泊を前提に料理のメ

小坂氏の構想は小学校という歴史を
継承しながらホテルの独自性を打ち
出していくこと。五重塔を借景に活
用し、古い小学校の窓や天井、梁の
装飾、階段など再現しつつ、新たに
建てる新築部分をジョイントすると
いうものだ。
「ヨーロッパのホテルなどは古い建
物を壊さず、その中に新しいインテ
リアをつくっていく事例がたくさん
あります。実際にそうしたホテルを
見て感じたのは、いまあるものを残
して未来につないでいくことの大切
さ。最近、こうした方向性が気にな
っています」と小坂氏は話す。
「多分、デザイナーになったばか
りの人はいきなりこうした仕事は
選ばないと思います。やはり小坂
さん自身が熟されてきたからこそ
の案件だと思います」と村上がた
たえた。

次に今後のデザイナーの役割につ
いて話が及ぶと、小坂氏は次のよう
に発言。
「一般的にデザイナーは自分のスタ
イルを探しますが、ぼくはあえてど
んな仕事でもやります。300 室のホ
テルも、6 席のラーメン店もデザイ
ンします。それが自分の個性だと決
めました。その際に施主に対して自
分の作品を提供するのではなく、そ
の施設が独り立ちできる舞台をつく
ることを目指しています」。

それ受けて村上は「ホテルやレス
トランは作品という言葉を使うべき
ではなく、ホテルデザインはシーン
メイクだと思います。そこは商業ス
ペースであり営業スペースなのだか
ら商いがあって、お客さまの満足感
があって、幸せがあって、そこに最
終的なゴールイメージがある。それ
をサポートし、インキュベートする
空間をつくることがデザイナーの役
割だと思います」と同調した。

第二部  パネルディスカッション

いちご地所、ひらまつ、
京阪ホテルズ＆リゾーツが
個性際立つホテル開発と

ブランディングの考え方を示唆

第二部は、「ホテル開発とブラン
ディング」と題したパネルディスカ
ッションを実施。いちご地所代表取
締役社長の細野康英氏、ひらまつ執
行役員の植杉かおり氏、京阪ホテル
ズ＆リゾーツ代表取締役社長の稲地
利彦氏にご登壇いただいた。ファシ
リテーターは小社、村上実が担当。
主な内容は以下の通り。

村上　今回は、それぞれとても個性
的なホテルを展開する方々にご登場
いただいてお話をうかがいたいと思
います。まずは、東京・新宿でと
ても注目されているライフスタイ
ルホテル、「THE KNOT TOKYO 
Shinjuku」を展開するいちご地所の
細野さんに、どのような経緯でこの
ようなユニークなホテルが生まれた
のか教えてください。

細野　おいしいと評判のモアザンベ
ーカリーを入れました。世の中には
パンマニアがたくさんいて、インター
ネットで見つけて集まってくるので
す。おいしいパンを買いに来たら2階
に面白そうなレストランもあるじゃな
い、という具合です。しかもわれわ
れは、ロビーも自由に使える空間に
していますので、さらなるにぎわい
が生まれているのだと思います。

村上　この先の展開についてはお考
えになっていることは。

細野　札幌と広島で開業に向けてプ
ロジェクトが進んでいます。ブラン
ドはTHE KNOTですが、同じデザ
インやオペレーターにこだわること
なく、ローカライズを重視していま
す。札幌は地元のお菓子屋さんとコ
ラボし、広島はアメリカ人客が多い
のでインバウンドをターゲットにし
たホテルをつくっています。レスト
ランの天井は5メートル以上、屋上
にはルーフトップバーを設ける予定
です。今後もターゲットを見据えな
がら新しいホテルをつくっていこう

と思います。

村上　次は、ひらまつさんにレスト
ラン企業がなぜホテル業に参入した
のかお伺します。

植杉　ヨーロッパにはレストランと
ホテルが一緒になったオーベルジュ
があります。以前からその業態へチ
ャレンジしたいという思いがありま
した。創業から35年でそれが実現
しました。実はホテル事業参入のき
っかけになったのは奈良県桜井市の
委託事業で、オーベルジュを運営し
たことでした。

そして 2016 年に「ザ・ひらまつ 
ホテルズ＆リゾーツ 賢島」をスタ
ートし、その後、静岡・熱海、神奈
川・箱根、昨年夏には沖縄・宜野座
に開業を果たしました。

村上　プロトタイプは決めているの
でしょうか。

植杉　オーベルジュが前提なので、
ホテルはスモールラグジュアリー
ですね。スタートは10室程度でし
た。その客室数では採算の面ではき
びしいところがありますが、初めは
ブランドをしっかり構築していくこ
とを重視しました。その後、20～
30室、そして50～60室のホテルが
私たちレストラン企業に適したホテ
ルの規模だと考えています。

村上　量と質でいうと量は追わず、質
を重視するということですね。そうす
ると来年春に京都、夏に軽井沢にも
計画があるそうですが、ADRが10万
円超えるホテルになるのでは。

植杉　軽井沢はとても力を入れたプ
ロジェクトで、国内のみならず世界の
お客さまを迎えるオーベルジュという

細野　当社の本業は不動産業で、オ
フィス、ホテル、商業施設、住宅を
あつかっています。新規開発をほと
んどせず、現存する建物を取得し、
新しい価値を創造する事業を展開
しています。THE KNOT TOKYO 
Shinjukuは、新宿中央公園の西側に
位置する1979年に竣工した400室の
新宿ニューシティホテルを2016年
に取得し、2018年にリブランドオ
ープンしました。改装では耐震工事
をはじめ、配管、空調、内装のリノ
ベーションを行ないました。その際
に、インバウンド客でにぎわうおし
ゃれなライフスタイルホテルをつく
ることを考え、ライフスタイルホテ
ルをいろいろ見て回りましたが、定
義はありませんでした。そこでわれ
われの中で「デザインが秀逸である
こと」「ホスピタリティーがカジュ
アルでフレンドリー」「地元の人が
普段使いしていること」と定義しま
した。

従前と外観は変わっていません
が、中に入ると意外な空間が広がっ
ています。200 席の大型レストラン
があり、ベーカリーがあり、カフェ
もあります。そこに毎日 700 ～ 800
人のゲストがいるのですが、ほぼ外
国人です。それによって不思議な空
間ができあがっているので、多くの
メディアや雑誌に取り上げられたほ
か、SNS でも紹介されているので、
世界中からこのホテルをめがけて大
勢の方たちがやってきているとう
いう状況です。ADR も以前の 9000
円程度から、現在は 1 万 7000 円ま
で上がっています。

村上　驚くのは、後背地のマンショ
ンのママ友たちがアイドルタイムを
埋めてくれていることですね。彼女
たちをどうのように呼び込んでいる
のでしょうか。

いちご地所㈱ 
代表取締役社長　細野 康英 氏

小社専務取締役 経営調査室 室長 村上実 ㈱ひらまつ 
執行役員　植杉 かおり 氏



ー 2019.12.6ー ー 2019.12.6ー16 17

HOTERES BRANDING WORKSHOP  「 The Luxury Experience 2019 AW 」

ニュー構成やサービスを考え、アク
ティビティの提案なども行なってい
ます。たとえば日本酒の酒蔵を巡る
など。さらに日本酒と料理とのペア
リングなど提案しています。

村上　どれだけ興味深い体験を提
案することができるかがカギにな
るのですね。ホテルの評価はハー
ドウエアに加えて、コンシェルジ
ュの力量で変わってくるので、そ
れをお感じになっているのだと思
います。

植杉　レストランのサービスは2～
3時間のいわば短距離走のサービス
です。ホテルの運営はそのサービス
を担うスタッフたちが長距離走に転
向しているといった状況です。徐々
に体を慣らして、スタッフ全員がコ
ンシェルジュという態勢にしていき
たいと考えています。

村上　続いて京阪ホテルズ＆リゾー
ツの稲地さんに、近年の取り組みつ
いてお伺いします。

稲地　私自身はもともとホテルマン
ではなく8年前に京都センチュリーホ
テルを買収してからホテル業に携わる
ようになりました。京阪ホテルズ＆リ
ゾーツでは、これまで古いホテルばか
りだったので、レストランの改装など
できる範囲の中でブラッシュアップを
図ってきました。その際に、ゲストハ
ウスや街場のレストランのデザインの
手法をホテルに取り入れることがで
きないかを考えてきました。当社はホ
テル開発にあたって多くの場合は、単
によいホテルというだけでなく事業
性があるかに重点をおいています。京
都のホテルマーケットは、いまは一時
に比べて陰りが見えてきていますが、
そこに新しいマーケットを創り出して
いこうと注力しています。

村上　チャレンジの第二ステージと
して、新しい取り組みもあるとうか
がいましたが。

稲地　京阪ホテルズ＆リゾーツは、
京都タワーホテル、京都センチュリー
ホテル、琵琶湖ホテルなど歴史と伝
統あるホテルを運営しています。そ
の中で京都第２タワーホテルが耐震
の問題で建て替える計画が浮上した
際に、従来どおり修学旅行生向けの
ホテルにするか、別のセグメントのホ
テルにするか社内で議論になりまし
た。利益を考えると修学旅行生向け
ホテルでよかったのですが、上のセグ
メントを目指すべきではないかという
意見もあり、結果的に京都の国内系
ホテルで最上級を目指すことになっ
たのです。そして今年1月にザ・サウザ
ントキョウトをオープンしました。

最上級を目指すにはハードに加え
てソフトも重要と考え、コンシェル
ジュ機能の充実を図りました。例え
ばコンシェルジュ、シェフ、ソムリ
エなどを含め外部のプロフェッショ

次回開催のお知らせ
HOTERES BRANDING WORKSHOP「The Luxury Experience 2020SS」は、2020年春 開催予定。
本イベントへのお問合わせは下記までご連絡下さい。　
HOTERES LAB クリエイティブディレクター  武田 雅樹（takeda@ohtapub.co.jp）

ナルをインディペンデントコントラ
クターのような形で人材を集めるな
ど。プロフェッショナルを集めれば
うまくいくほど簡単ではありません
が、これは産みの苦しみでよいホテ
ルをつくるためには時間がかかると
いうのが実感です。

村上　リテラシーの高いスタッフを
入れていくと、既存のスタッフとの
ハレーションが心配ですが、そのあ
たりについてはいかがですか。

稲地　レベルの差があるのでいまは
教えてもらっているという意識があ
ります。将来的にはそこに頼るので
はなく、自分たちで自らのホテルを
つくるというところに持っていけれ
ばよいのかと思います。

村上　今後の展開に関してみなさん
のコメントをお願いします。

細野　五感に訴える。たとえば音
にこだわる。新宿ではかなり大きな
音で音楽を掛けています。そのほか
アートにもこだわっています。THE 
KNOTは少し変わったスキームで運
営していて、ホテルとレストランを別
のオペレーターが運営しています。
また、ノットのブランドそのものはい
ちごが所有し、チームノットを編成し
て、ほぼ常駐していろいろなイベント
を行ない、SNSで発信しています。で
すからあそこに行けばなにかおもし
ろいことをやっているというイメージ
にこだわっていく考えです。

植杉　食から生まれた企業ですか
ら、食と文化がある場所に出店して
いこうと考えています。そうしたと
ころで料理を作る、サービスをする
というモチベーションで当社は成り
立っていますので。それをやってい

くことで私たち、唯一無二のものが
作り出せると思っています。

稲地　マーケットが複雑になってい
ますし、顧客も多様化しています。ま
た、マーケットの中で競争に勝つこと
に加え、従業員に関しても多様性を
認め、幸福度をアップしなければなり
ません。年休消化率の向上、障害者
雇用、LGBT、女性の活躍など働き
がいのある会社を目指すことが経営
者の使命でもあると考えています。

村上　本日は大変興味深いお話しを
ありがとうございました。

パネルディスカッションの後に
は、アフターパーティーが開催され
た。会場には、協賛各社のラグジュ
アリー商材が展示され、体感できる
機会が設けられた。

近年、注目されるホテルの多くは、ブランディングを経営戦略の中心に位置づけ、マーケティング機能の強化に
力を入れています。中長期的視点に立った戦略的なブランディング活動は、着実に売上拡大と収益改善をもたらし、
ホテルの継続的な成長と経営基盤の強化を実現してくれます。

＜問合わせ先＞
株式会社 GA　
代表取締役　渡我部一成
〒107-0061 東京都港区北青山 2-7-13　プラセオ青山ビル３F
Email:info@ga-inc.co.jp　　http://ga-inc.co.jp

＜代表者　プロフィール＞
イタリアファッションブランド「FENDI」や、イタリア高級フィットネスマシン「TECHNOGYM」を
はじめ、ジュエリー、化粧品、インテリア、商業施設等、様々な業種・業界でブランディングに携わり、
ビジネスを成功に導いてきたブランディングプロデューサー。10 社以上の日系企業役員と、グローバル
企業のエグゼクティブを歴任し、幅広いマネジメントと多様なプロデュース経験を活かした実践に基づ
くコンサルティングサービスを提供する。

「選ばれるホテル」になるための戦略キーワード“ブランディング”

当 HOTERES BRNDING WORKSHOP 共催企業、株式会社 GA が、プロのブランディングプロデューサー
として、熾烈な競争に打ち勝つためのブランドコンセプトづくり、戦略策定を全面的にサポートします。

京阪ホテルズ＆リゾーツ㈱ 
代表取締役社長　稲地 利彦 氏

16：30　開演 主催者挨拶
　　　　  小社オータパブリケイションズ代表取締役社長 太⽥ 進

16：40 〜 17：15（35）
　　　　  海外・国内ホテルデザイントレンド スペシャルトークセッション
　　　　  株式会社乃村工藝社 A.N.D クリエイティブ・ディレクター  小坂 竜 氏
　　　　  × 小社専務取締役 経営調査室 室長  村上 実

17：15 〜 17：40（25）
　　　　  ラグジュアリーブランドプレゼンテーション

17：40 〜 17：50（10）休憩

17：50 〜 18：10（20）
　　　　  ラグジュアリーブランドプレゼンテーション

18：10 〜 18：50（40）
　　　　  パネルディスカッション 「ホテル開発とブランディング」
　　　　  ［パネリスト（50 ⾳順）］
　　　　  　いちご地所㈱ 代表取締役社長  細野 康英 氏
　　　　  　京阪ホテルズ＆リゾーツ㈱ 代表取締役社長  稲地 利彦 氏
　　　　  　㈱ひらまつ 執行役員  植杉 かおり 氏
　　　　  ［ファシリテーター］
　　　　  　小社専務取締役 経営調査室 室長 村上 実

19：00 〜 20：30（90）　懇親会（アフターパーティー）

プログラム


